
豊後国分寺跡（大分市）
史跡公園として整備されており、大分市歴史資料館（図の左上）が併設されている/軸線は凡そ南北で、図の下から中門跡～金堂跡（現薬師堂）及びその左
手前に七重塔跡（現観音堂）～講堂跡～食堂跡と並び、回廊跡・溝跡が残る/中門跡の付近に梵鐘鋳造遺稿も残っている/まずは、中門跡から見て行こう！

大分市歴史資料館の豊後国分寺跡史跡公園リーフレットより



　　　　この辺りが中門跡 📹 video

https://youtu.be/RD1B_5koVPg


　　　　南門の北に造られた門で、回廊によって金堂と結ばれていた



　　これが凡その軸線で前方に金堂跡が所在する/北方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/cg8mmRWylUU


　そこで、西方向を見たところ



同じく、南方向を見たところ/この前方に南門があった



　同じく、東方向を見たところ



ここは中門跡のすぐ東側に残っている梵鐘鋳造遺稿





　　　　ここは現在の薬師堂で、金堂跡とされる



　　　　　　左手に標柱と説明板が立っている 📹 video

https://youtu.be/t-IuhZV3J64


　　　　標柱には「史蹟 豊後国分寺跡」とある



説明板/奈良時代の天平13年（741年）の聖武天皇による発願の後、天平勝宝8年（756年）頃にはほぼ完成していたとされる/伽藍配置は東大寺式とされるが、塔（七重塔）は
西側（西塔）のみしか建立されなかったという/七重塔の土壇が残っており、心礎石（出枘式らしい）やその他の礎石の大部分が原位置のまま残っているようだ



　　薬師堂の妻側に回ると、別の説明板があった 📹 video

https://youtu.be/4_M30wWVVbs


金堂の礎石も残っているようだが、原位置は判らなくなってしまったという



　　　ここを右手に少し進むと観音堂があり、そこが七重塔跡のようだ



　　さて、ここは金堂跡の北側に所在する講堂跡 📹 video

https://youtu.be/yGoIJxE9Cr0


　　そこで、左手を見たところ



　　同じく、右手を見たところ



　　　　　説明板/礎石は失われていたが、根石が残っていたようだ



　外周柱と外壁の位置を示す



　　基壇



　　　　中柱の位置を示す





　　　　　講堂跡から食堂跡方向を見たところ



　　そこで、左手を見たところ



　　同じく、右手を見たところ



　　　　　前方が食堂跡/北方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/n8k2dzLNjaE


食堂跡の基壇/説明板がある



　　そこで、左手を見たところ



　　同じく、右手を見たところ



説明板/僧房は無かったようだ



　　　　　食堂跡から講堂跡方向を見たところ/南方向を見たところ



　　そこで、左手を見たところ



　　同じく、右手を見たところ



　　　　さて、大分市歴史資料館を見てみよう



　寺院風の造りとなっている



これは歴史資料館の東側から史跡公園内に入ったところにあった説明板 📹 video

https://youtu.be/KIrjE9VZXx0


　　　　　正面前方が食堂跡辺り/左手には溝跡が明示されている



　　そこから見た歴史資料館 📹 video

https://youtu.be/NRcwN4zRdto


　　　　それでは歴史資料館に入ってみよう！ 📹 video

https://youtu.be/LD2ZOk8EUFY


　　　　復原された七重塔の十分の一の模型





　豊後国分寺跡の七重塔はこんなに巨大だった！



　　　観音堂の写真があった/右手が観音堂で、ここが七重塔跡/左手は金堂跡の薬師堂



伽藍の模型









　　　　金堂跡の屋根瓦



　　　　屋根瓦に馬の絵が描かれているという




